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修士論文要旨
【緒言】
　我々が日常生活やスポーツ活動でより大きな力を発揮し
ようとする際には身体を如何に効率良く動かすかが要点と
なる．例えば，日常生活場面では荷物を運ぶ・押す・持ち
上げる，スポーツにおいては走る・跳ぶ・投げる・蹴る等
のあらゆる場面で力を発揮する場が存在し，その場面ごと
の条件下で合目的的な身のこなし方が求められる．本研究
では，健常成人男性が立位時に脚を前後方向に開き腕を水
平に伸ばした状態で前方の壁を押すPushing動作において
より大きな力を発揮するにはどのようなことが重要である
かを太極拳の達人の協力を得て実験し，ニューロメカニク
スの視座から検討した．
【方法】
　被験者は健康な成人男性３名とした．被験者には太極拳
の達人が含まれていたが，太極拳の動作には発勁と呼ばれ
る全身を協調させて威力を発する技があり，今回選んだ
Pushing動作においてもより大きな力を発揮することが可
能であると考えた．
　被験者は，左脚前，右脚後，そして両上肢は水平に伸ば
し前方の壁に軽く触れた状態の立位姿勢から瞬時に最大の
力を出すような姿勢をとった．その後，験者の合図によっ
て全力で壁を押し，そのまま５秒間押し続けた．これを10
試行実施した．キネマティクスの測定はMotion Analysis
社製の３次元動作解析システムを使用し，解析した．地面
反力は，AMTI社製の計測装置を用いて１kHzで測定し，解
析した．筋活動はWEB-5500（日本光電社製）を使用し，右
側の上腕二頭筋，上腕三頭筋外側頭，三角筋前部，腹直筋，
外腹斜筋，前鋸筋，脊柱起立筋，大殿筋，大腿直筋，外側
広筋，内側広筋，大腿二頭筋，前脛骨筋，および腓腹筋外
側頭の14筋から記録し，解析した．全ての計測データはシ
ンクロナイザーの電気信号を入力することで同期を行った．
【結果】
　キネマティクス：被験者Ａ（太極拳達人）の上肢Pushing
force（57.8±5.6％ BW）は他の被験者Ｂ（38.3±4.6％
BW），Ｃ（28.0±3.0％ BW）に比べ顕著に大きたった．ど
のような要因によるものかをしらべた結果，骨盤の使い方
に顕著な違いが見られた．特に被験者Ａは体幹の水平面で
の骨盤の左回旋の動き（右腸骨を前へ，左腸骨を後へ動か
す動作）が大きく，かつ速かったことが第一に挙げられる．
次に，被験者ＡはPushing動作開始時における身体重心の
位置が被験者Ｂ，Ｃと比べ前方向に位置した状態から動作
開始初期から身体重心の前・下方向への沈み込みの速度を
高めていた．
　右（後方）脚地面反力（GRF）：被験者Ａ（149±9.6％
BW），Ｂ（127.5±9.0％ BW），Ｃ（125.4±8.9％ BW）間
において上肢Pushing forceほど被験者間での差は見られ
なかった．しかし，GRFのベクトルの向きにおいて被験者
ＡはＢ，Ｃに比べより大きく速く前傾していた．
　筋活動：被験者Ａは外腹斜筋の筋活動のpeakがon setの
前に現れていたが，被験者Ｂ，Ｃはon set後に現れた．ま
た被験者Ａは大腿直筋，外側広筋，内側広筋もpeakがon 
setの前に現れたが，Ｂ，Ｃはon setの後にあらわれた．被
験者Ａは大腿直筋，外側広筋，内側広筋のpeakが上腕三頭
筋と三角筋前部のpeakよりも前に現れており，下肢から体
幹，そして上肢に向かって筋活動が現れていた．
【考察】
　立位姿勢からのPushing動作における力発揮を行なった
時の太極拳の達人の特徴は，身体重心を比較的前方に位置
した状態から下肢（大腿直筋，外側広筋，内側広筋，大殿
筋）から体幹（腹直筋，外腹斜筋，前鋸筋，脊柱起立筋），
そして上肢の上腕三頭筋へと順次筋活動の位相をずらしな
がらの活動が見られた．また，達人は骨盤の左回旋の動き
によってその流れを合目的的に整えた．一方，被験者Ｂ，Ｃ
が骨盤を壁に正対させており，骨盤の動きが伴わず，また
筋活動の連鎖も達人ほどではなく，瞬時に大きな力を生み
出す技術も持ち合わせていなかったと理解出来た．
【結論】
　今回の実験から，Pushing動作においてより大きな力を
発揮するには，構えの段階で姿勢を整え，下肢から体幹，そ
して上肢へと円滑な筋活動を瞬時に連鎖させ，さらに骨盤
の回旋運動を加えた相乗効果によって生まれることが明ら
かになった．すなわち，より大きな力を発揮するには筋力
に頼ることだけではなく，目的とする運動を上手く制御す
る神経筋の協応能が優れていることが要点であることが示
唆された．
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